
N
令和6（2024）年12月 

香川県農業試験場 
香農試印刷物第1635（24-04）号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊 

穣 
 

 

No.

62 

背表紙 

No.62 

　
　
　
　 

 
 

豊
　     

穣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
No.

香
川
県
農
業
試
験
場

62

N
令和6（2024）年12月 

香川県農業試験場 
香農試印刷物第1635（24-04）号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊 

穣 
 

 

No.

62 

背表紙 

No.62 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
香川県農業試験場  
 本場   〒761-2306 綾歌郡綾川町北1534-1 
   Tel 087-814-7311 

 満濃試験地     〒766-0017 仲多度郡まんのう町炭所西2253-1 
   Tel 0877-79-3690 

 府中果樹研究所 〒762-0024 坂出市府中町36-1 
   Tel 0877-48-0731 

 小豆オリーブ研究所 〒761-4301 小豆郡小豆島町池田2519-2 
   Tel 0879-75-0033 

 園芸総合センター 〒761-1401 高松市香南町岡1164-1 
   Tel 087-879-7355 

 病害虫防除所 〒761-2306 綾歌郡綾川町北1534-1 
   Tel 087-814-7317 

豊穣 No.62（2024）



 
豊穣（第62号）の発行にあたって 

 
 
 農業試験場では、これまでに、水稲「おいでまい」、小麦「さぬきの夢」、イチゴ
「さぬき姫」、アスパラガス「さぬきのめざめ」シリーズ、キウイフルーツ「さぬ
きエメラルド」、ラナンキュラス「てまり」シリーズ、オリーブ「香オリ３号」、「香
オリ５号」等のオリジナル品種を育成し、一定のラインナップが揃っています。ま
た、かがわ型アスパラガス栽培システム、片屋根式栽培ハウス（通称：ＮＮハウ
ス）、ウンシュウミカン「小原紅早生」のマルドリ栽培体系、紫外線照射によるイ
チゴ「うどんこ病」の発生抑制など、農作業の効率化や農作物の安定生産に寄与す
る技術を開発しております。 
 
 農業を取り巻く情勢は、農業者の減少や遊休農地の増加、地球温暖化の進行、新
型コロナウイルス感染症の流行や国際情勢の変化に伴う食料安全保障上のリスク
の高まりなど、依然として厳しい局面が続いており、本年５月には、食料・農業・
農村基本法が改正され、基本理念に「食料安全保障の確保」と「環境と調和のとれ
た食料システムの確立」が新たに位置づけられたところです。 
 
こうした動向を踏まえ、農業試験場においては、引き続き、競争力のある県オリ
ジナル品種の育成に取り組むとともに、農作物の安定生産技術、省力・低コスト化
技術、有機資源の活用など環境にやさしい農業技術の開発に取り組み、本県農業の
持続的発展を支えてまいりたいと考えております。 
 
この度、農業試験場における直近の試験研究の成果を、直接、県内の農業者の皆
様や関係機関・団体の方々に分かりやすく紹介するため、本冊子「豊穣」を編集し
ました。本年は、農業試験場創立125周年の記念すべき年に当たり、本冊子「豊穣」
のレイアウトを一新するとともに、表記をより分かりやすいものに改めました。今
後の農業経営改善等に際して本冊子が少しでもお役に立てば幸いです。 
 
 

2024年12月 
 

香川県農業試験場長  岡崎 力 
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Pythium ultimum var.ultimum

Pythium ultimum Pythium sp. Rhizoctonia solani

Pythium
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Hyphal swelling Pythium
ultimum var. ultimum

Hyphal swelling

- 22.8 µm 21.1 µm 16.7 µm 1

- 22.4 µm 21.5 µm 17.1 µm 1

- 23.6 µm 20.4 µm 16.4 µm 1

- 28.2 µm 20.3 µm 16.6 µm 1

- 24.6 µm 20.5 µm 16.3 µm 1

- 24.7 µm 19.1 µm 15.3 µm 1
Pythium ultimum var. 

ultimum *6) - 20 29 µm 14 24 µm 12 24 µm 1 3

P. ultimum var. 
ultimum

P. ultimum

P. ultimum
P. ultimum
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P. ultimum var. ultimum

P. ultimum

20 2515

15 20 25
3.0 2.0 1.0
3.0 1.0 1.0
3.0 1.3 1.0
3.0 1.0 0.7
2.0 0.7 1.0
2.0 0.0 0.0
2.7 1.0 0.8
0.0 0.0 0.0
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P. ultimum

15 20 25

. 
15 20 25
3.0 2.0 0.7
3.0 1.7 0.3
2.7 1.7 0.3
3.0 1.0 0.7
2.3 1.0 0.0
1.7 0.3 0.7
2.6 1.3 0.5
0.0 0.0 0.0

*8

* 8 18 kg/10 a
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15

0.0 3.0
0.0 3.0
0.0 2.7
0.3 3.0
0.0 2.3
0.0 1.7
0.1 2.6

20

0.0 2.0
0.0 1.7
0.0 1.7
0.0 1.0
0.0 1.0
0.0 0.3
0.0 1.3

25

0.0 0.7
0.0 0.3
0.0 0.3
0.0 0.7
0.0 0.0
0.0 0.7
0.0 0.5

PCR P. ultimum var. 
ultimum

P. ultimum var. ultimum

15 20 25
2.7 1.0 0.8 2.6 1.3 0.5
P. ultimum 15

15
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香川県農業試験場
Kagawa Pref. Agr. Exp. Sta. 

施設ミニトマトにおける土着天敵タバコカスミカメを
活用したコナジラミ類の防除技術

病虫・環境研究課 川田千瑛
共同研究者 佃晋太朗（現 農業経営課）

コナジラミ類の防除にあたっては、 クレオメやゴマからタバコカスミ
カメを採集し、 土着天敵として活用することができます。

現地実証圃場では、 タバコカスミカメを施設ミニトマトに放飼することで、
慣行（化学農薬散布）区よりコナジラミ類を低密度で抑え、 使用した殺虫剤
（有効成分数）も慣行区の3分の1に抑えることができました。

はじめに ｀香川即農業試”
Kagawa Pref. Agr. Exp. Sta. 

ミニトマトの生産現場では、 コナジラミ類が媒介するウィルス病の黄化葉巻病が
問題になっています（図1、 2)。

図1 コナジラミ類
（写真はタバココナジラミ、 体長：1.1mm)

ロ
図2 黄化葉巻病
（写真は大玉トマト）

ウイルスの媒介虫であるコナジラミ類の防除対策のひとつとして、 農薬散布に
よる防除があります。 農薬散布は栽培期間中の中心となる防除方法ですが、 コナ
ジラミ類は薬剤抵抗性が発達しやすいため、 既存の農薬が効きにくい場面があり、
農薬のみに依存しない防除方法の確立が求められています。 そこで、 注目されて
いるのが、 天敵昆虫を活用した生物的防除です。
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Phodosphaera aphanis
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Podosphaera aphanis var. aphanis
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香川県農業試験場
Kagawa Pref. Agr. Exp. Sta. 

光強度がラナンキュラス「小春てまり」の
花弁の着色に及ぼす影響

病虫・環境研究課 植田早紀
共同研究者 村上恭子（現 環境保健研究センタ ー ）

浜田佳代子（野菜・花き研究課）

ラナンキュラス栽培では、 花弁の着色不足または過多といった症状が
見られることがあり商品価値の低下につながることから、 その要因の解
明を目的として研究を行っています。

今回、 白地にピンク覆輪の「小春てまり」を用い、 光強度（光の強
さ）が花弁の着色に及ぼす影響を調べた結果、 光が強いほどピンクが濃
くなり、 ピンクの色素成分であるアントシアニン含量も増加することが
明らかとなりました。

はじめに／課題と現状 ｀香川即農業試”
Kagawa Pref. Agr. Exp. Sta. 

本県のラナンキュラス栽培は、 県オリジナル品種の「てまりシリ ーズ」を中心に県

内全域に拡大しており、 市場から高い評価を得ています。

しかし、 ラナンキュラスの花弁は時期によって着色不足または過多といった症状が

見られることがあり、 商品価値の低下につながるため、 栽培上の問題となっています

（図1)。 温度が花色の発現に影響することは多くの花きで知られていて、 ラナン

キュラスでは20℃ 一定条件下でアントシアニン含量が増加し、 花色が濃くなったこと

が報告されています。 一方で、 ラナンキュラスは曇天が続くと花色が薄くなる傾向が

あることから、 花色の発現には温度以外の要因も影響を与える可能性が考えられまし

た。 そのため、 本研究では着色の変化が大きい「小春てまり」を用いて、 光の強さが

ラナンキュラス花弁の着色に及ぼす影響について調査しました。

図1 正常な花色（左）と
着色不足（中央）
着色過多（右） の
「小春てまり」

−31−

花
き
１

豊穣No.62（2024）



−32−

豊穣No.62（2024）



−33−

豊穣No.62（2024）



−34−

豊穣No.62（2024）



｀ 
香川県農業試験場
Kagawa Pref. Agr. Exp. Sta. 

国産アボカド脂質含量の
簡易な推定手法の開発

府中果樹研究所 秋山晃輝
研究実施者 高畑宏基（現 農地マネジメント推進室）

アボカドの果実品質に関わる脂質含量の測定には、 複雑な分析が必要
なため栽培現場での導入は困難でした。 今回、 国産アボカドの脂質含量
を高い精度で推定できる手法として「乾物率による推定」と「フルー ツ
セレクタ ーによる推定」の2つの手法を開発しました。

はじめに ｀香川即農業試”
Kagawa Pref. Agr. Exp. Sta. 

近年、温暖化の進行に伴い、県内でのアボカド栽培への関心が
高まっています。

【課題】

脂質含墨はアボカドの果実品質を決定する重要な因子であり、
収穫適期の目安にもなりますが、外観からは判別できず、測定
には複雑な分析が必要です。
そのため、栽培現場において、果実品質を把握することが難し
く、より簡易な推定手法が求められています。

乾物率による推定 I (フルーツセレクターによる推定］一
「乾物率を用いた推定」と「フルーツセレクターを用いた推定」
の2つの手法を開発したので紹介します。
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Kagawa Pref. Agr. Exp. Sta. 

【話題提供】
新たに開発された水稲用除草剤と使用法

作物・特作研究課 吉田有梨花

水稲用除草剤の剤型には、 粒剤、 液剤、 ジャンボ剤、 フロアブル剤な
どがあり、 近年は水田畦畔からの散布や無人航空機での散布が可能な少
墨拡散型粒剤の開発が進んでいます。

本県では新たに開発された水稲用除草剤は、 公益財団法人日本植物調
節剤研究協会から水稲用除草剤適用性試験を受託し、 除草効果の確認や
水稲への薬害等を調査しており、 近年、 新たに開発された少量拡散型粒
剤は、 拡散性に優れるため畦畔からの散布が可能となっています。

はじめに／水稲用除草剤の普及の流れ ｀香川即農業試”
Kagawa Pref. Agr. Exp. Sta. 

1. はじめに
水稲用除草剤には、 粒剤、 液剤、 ジャンボ剤、 フロアブル剤など様々な剤型が

あります。 かつては10a当たり3kg全面散布する粒剤が主流でしたが、 有効成分濃度
を上げ、 10a当たり散布量を1kgに減らした 1キロ粒剤が開発され普及しました。

現在、 県内では水田一筆面積が小さいことから、 水田に投げ入れるジャンボ剤が
最も広く使用されており、 近年開発が進んでいる少量拡散型粒剤の使用も見られます。

2. 水稲用除草剤の普及の流れ
新たに開発された水稲用除草剤は、 除草効果や水稲

への薬害などを調査し、 実用性や使用基準等を検討す
るため、 公益財団法人日本植物調節剤研究協会からの
受託試験として、 水稲用除草剤適用性試験を全国の農
業試験場等で実施しています。

香川県では、 適用性試験で効果を確認した除草剤は、
現地試験で普及性を判断し、 普及性ありとなった除草
剤が主要農作物雑草防除指針に採用され、 普及してい
きます。

今回は水稲用除草剤の適用性試験について、 また、
県内で普及している除草剤、 新たに開発された除草剤

少呈拡散型粒剤1.5% 乳剤0.7%

3キロ粒剤 2.5%��\L 

について紹介します。 図 1 水稲用除草剤剤型別使用面積
【JA香川県震薬供給実績（2022.11~2023.9月末）】
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題字「豊穣」 
 農業試験場が昭和5年に仏生山町に移転するのに合わせて、当時の横尾香川県 
内務部長が旧高松藩主 松平公に寄付を依頼し、農民の研修の場や相談所として 
「豊穣館」が建てられました。毎月10日に農業十日講座などが開催され、昭和54年 
まで多くの人に親しまれました。 

 「豊穣館」には、高野山に所蔵されている弘法大師の書から集字、展大した由緒 
 ある額があり、現在、綾川町にある農業試験場のエントランスホールに展示して 
います。本誌の 題字は、その額から「豊穣」の二字をとり、そのままの字体で 
創刊号（昭和38年）から用いています。 
 
 
 
 
 
 
編集あとがき 
 本冊子「豊穣」は、恵まれた気候・風土を活かした本県の特色ある農作物に関す
る最新の研究成果等を皆様に分かりやすく紹介しています。本年から、本冊子のレ
イアウトを一新するとともに、表記をより分かりやすいものに改めました。本冊子
の内容を、今後の営農の現場でご活用いただければ幸いです。 
 本冊子の発刊にあたり、ご協力いただきました関係者の皆様に深くお礼を申し上
げます。 

（編集委員） 
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香川県農業試験場  
 本場   〒761-2306 綾歌郡綾川町北1534-1 
   Tel 087-814-7311 

 満濃試験地     〒766-0017 仲多度郡まんのう町炭所西2253-1 
   Tel 0877-79-3690 

 府中果樹研究所 〒762-0024 坂出市府中町36-1 
   Tel 0877-48-0731 

 小豆オリーブ研究所 〒761-4301 小豆郡小豆島町池田2519-2 
   Tel 0879-75-0033 

 園芸総合センター 〒761-1401 高松市香南町岡1164-1 
   Tel 087-879-7355 

 病害虫防除所 〒761-2306 綾歌郡綾川町北1534-1 
   Tel 087-814-7317 
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